
トータルリンク：周辺機器と「つながる」ハーモ製ロ
ボットで、「生産性向上」「段取り時間短縮」「ヒューマ
ンエラーの防止」の課題解決を実現。

SPCⅢ/GMtⅢ
製造原価低減に貢献する「粒断機」が、

リニューアルして新登場！

ランナー投入間口を従来機の244×246（mm）か
ら330×211（mm）へ変更し、射出成形機のワイド
プラテン化にも対応します。

TOTAL LINK

信頼と満足を形に

SERIES

ホッパー間口

扉が確実に閉まっていてホッパーが取り付けられた
状態で起動するようにしました。

安全設計

吸引タンク（6リットル）を標準仕様とし、引き出し
方向は前後どちらにも対応。工場環境に配慮した
構造に改良しました。

タンク

トータルリンクでつないで、粒断機の運転/停止を監
視。また、スプル・ランナのブリッジ検知をして生産
性の向上に貢献します。

トータルリンク仕様 （オプション）

詳しくはこちら ➡

NEW
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ISO9001認証取得
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型式 SPCⅢ-C750 SPCⅢ-C750S
電源 三相AC200V（50／60Hz）
モータ出力 0.75kw‐4P
定格電流 3.2A/3.0A

粗砕刃
φ176mm，4枚

37.5rpm/50Hz   45rpm/60Hz

プレス移動刃
2.8mm×4.5mm，35枚

150回/min（50Hz）
180回/min（60Hz）

112.5回/min（50Hz）
135回/min（60Hz）

本体間口 211mm×330mm
ホッパー間口 285mm×332mm
切断可能スプル径 Φ8mm以下
処理能力
※間欠投入で毎分の最大量 150～200g

吸引タンク容量 約6ℓ
本体質量 168kg 173kg

混合機型式 GMtⅢ-C750 GMtⅢ-C750S
搭載粒断機型式 SPCⅢ-C750 SPCⅢ-C750S
電源電圧 三相AC200V（50/60Hz）
粒断機モータ出力 三相750W
粒断機定格電流 3.2A/3.0A
粗砕刃の
寸法と回転数

φ176mm，4枚
37.5rpm/50Hz   45rpm/60Hz

プレス移動刃の
寸法と枚数

2.8mm×4.5mm，35枚
150回/min（50Hz）
180回/min（60Hz）

112.5回/min（50Hz）
135回/min（60Hz）

本体間口 211mm×330mm
ホッパー間口 285mm×332mm
切断可能スプル径 φ8mm以下

処理能力
　※間欠投入で
　毎分の最大量

150～200ｇ
■硬質材専用機
PAガラス20％、最大径6ミリ、質量4グラムの条件
■軟質材専用機
エラストマー樹脂、最大径6ミリ、質量3グラムの条件

供給モータ出力 三相25W
計量方式 スクリュー回転数の制御
混合方式 バージン材と粒断材の同期投入
原料タンク容量 50ℓ
混合タンク容量 7ℓ
粒断材タンク容量 8ℓ

SPC3_GMt3_01J  21015DP

東 京 営 業 所
横 浜 営 業 所
仙 台 営 業 所
郡 山 営 業 所
足 利 営 業 所
名古屋営業所
富 山 営 業 所
静 岡 営 業 所
大 阪 営 業 所

（０４８）２９１-１３５１*
（０４５）９３９-６０１０*
（０２２）２２４-３０６７*
（０２４）９２５-３８３４*
（０２８４）４４-２４１０*
（０５２）８０４-６３１１*
（０７６）４２３-３８８５*
（０５４）２８４-７８２１*
（０６）６７４８-８１１１*

広 島 営 業 所
九 州 営 業 所
長 野 営 業 所
上 田 営 業 所
新 潟 営 業 所
海 外 営 業 部

伊 那 工 場
箕 輪 工 場

（０８２）４２３-５５２１*
（０９２）５７３-６１６５*
（０２６５）７６-０５１１*
（０２６８）２５-３１９９*
（０２５６）３４-７０７６*
（０２６５）７３-８８２０*

（０２６５）７６-５０６１*
（０２６５）７５-５６００*

SPCⅢ-750

GMtⅢ-750

※1 タンクに溜められる樹脂重量は樹脂種類により変動します。
※2 硬質材専用機：6ナイロン樹脂ガラス繊維20%入り、最大径6mm重さ4gのスプルを粒断した数値です。

軟質材専用機：エラストマー樹脂 最大径6mm重さ3gのスプルを粒断した数値です。

※ 粒断機はSPCⅢ-750（S）の表に準じます。
※1 タンクに溜められる樹脂重量は樹脂種類により変動します。
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粒断材を混合タンクへ供給するには、ある程度の量を粒断材タンクへ溜める必要があります。
粒断材は次の場合に余剰材として粒断材タンクへ溜まります。
1.粒断材側スクリューの供給量より、投入ランナの量が多い場合
2.混合タンクが満杯でスクリューが停止している場合
粒断材が満杯になると警報が出ますので、余剰材排出手動シャッターを開けて粒断材を排出して下さい。
そのまま満杯を放置すると設定時間後に運転が停止します。


